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北川駿名誉教授略歴および業績

生年月日・出身地

昭和18年11月３日 熊本県

学歴

昭和34年４月 熊本県立済々黌高等学校入学

昭和37年３月 熊本県立済々黌高等学校卒業

昭和38年４月 順天堂大学体育学部体育学専攻入学

昭和42年３月 順天堂大学体育学部体育学専攻卒業

職歴

昭和42年４月 千葉商科大学商経学部助手（～昭和46年３月31日）

昭和46年４月 千葉商科大学商経学部専任講師（～昭和53年３月31日）

昭和50年４月 千葉短期大学非常勤講師（～昭和54年３月31日）

昭和53年４月 拓殖大学非常勤講師（～昭和56年３月）

昭和53年４月 千葉商科大学商経学部助教授（～昭和61年３月31日）

昭和56年４月 在外研究員（アメリカ、オーストリア）（～昭和57年３月15日）

昭和57年４月 拓殖大学非常勤講師（～平成３年３月）

昭和57年４月 千葉短期大学非常勤講師（～昭和59年３月31日）

昭和58年４月 慶應義塾大学非常勤講師（～昭和62年３月）

昭和60年４月 千葉短期大学非常勤講師（～昭和61年３月31日）

昭和61年４月 和洋女子大学非常勤講師（～平成３年３月）

昭和61年４月 千葉商科大学商経学部教授　
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昭和63年４月 千葉商科大学一般教育センター主任（～平成２年３月31日）

昭和63年４月 千葉短期大学非常勤講師（～平成２年３月31日）

平成３年４月 千葉短期大学非常勤講師（～平成４年３月31日）

平成３年４月 千葉商科大学学生部長（～平成５年３月31日）

平成５年４月 千葉短期大学非常勤講師（～平成７年３月31日）

平成７年４月 拓殖大学非常勤講師（～平成16年３月）

平成９年４月 千葉商科大学国府台学会運営委員会委員長（～平成12年３月
31日）

平成10年１月 学校法人千葉学園評議員（～平成18年３月31日）

平成10年１月 学校法人千葉学園理事（～平成18年３月31日）

平成10年４月 千葉短期大学非常勤講師（～平成12年３月31日）

平成12年４月 千葉商科大学一般教育センター主任（～平成14年３月31日）

平成16年４月 千葉商科大学学生部長（〜平成20年３月31日）

平成24年３月 千葉商科大学商経学部教授退職

平成24年４月 千葉商科大学名誉教授

平成24年４月 千葉商科大学商経学部非常勤講師（～現在に至る）

学会及び社会における活動等

昭和42年１月 日本体育学会

昭和42年１月 日本体力医学会

昭和48年１月 千葉国体バスケットボール競技副委員長

昭和48年10月 千葉市スポーツ指導者トレーニング講習会講師

平成20年10月 市川市スポーツ振興審議会委員長

平成22年９月 日本体育学会第65回大会 企画委員会委員

平成22年９月 千葉国体ハンドボール競技委員

表彰等

昭和62年４月 永年勤続表彰（20年）

平成９年４月 永年勤続表彰（30年）
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平成９年12月 千葉県私学教育功労者表彰

平成19年４月 永年勤続表彰（40年）

研究業績

Ⅰ．著書

『現代生活とスポーツ』

第１章第１節　現代生活と身体運動 第２章第１節　体力

（共著）昭和54年４月　文化書房博文社

Ⅱ．学術論文

１．高地における持久性制限因子の生理学的研究

（共著）昭和42年１月　『体力科学』16巻４号

２．スピードスケーティングの生理学的研究（１）

（共著）昭和43年１月　『体育学研究』12巻５号

３．スピードスケーティングの生理学的研究（２）

　　―女子選手の呼吸循環機能について―

（共著）昭和44年１月　『体育学研究』13巻５号

４．スピードスケーティングの生理学的研究（３）

　　―インターバル滑走について―

（共著）昭和45年１月　『体育学研究』14巻５号

５．サーキットトレーニングに関する研究

　　 ―頻度の違いによるトレーニング効果について―

（共著）昭和51年12月　『千葉商大紀要』14巻３号
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６．バスケットボールにおけるジャンプショットに関する一考察 

　　―ボールリリースのタイミングについて―

（単著）昭和52年12月　『千葉商大紀要』15巻３号

７．RPHA 法による Myoglobin の測定法について

（共著）昭和59年９月　『青森県臨床衛生検査技師会誌』９巻93−99

８．運動前後における Myoglobin の変動

（共著）昭和59年12月　『東京工芸大学工学部紀要』７（１）

９．Haptoglobin の正常値について

（共著）昭和59年12月　『法医学の実際と研究』

10．心拍数からみた本学体育実技の運動強度

（共著）昭和60年９月　『千葉商大紀要』第23巻２号

11．運動前後における血漿蛋白の変動

（共著）平成８年10月　『東京工芸大学紀要』19−（１）

Ⅲ．学会発表

１．サーキットトレーニングに関する研究 

　　―頻度の違いによるトレーニング効果について―

（単著）昭和51年８月　第27回日本体育学会

２．バスケットボールにおけるジャンプショットに関する一考察

　　 ―方向の違いによるボールリリースについて―

（単著）昭和53年12月　第29回日本体育学会


